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今村　明・教授 子どもの人権と法に関する委員会委員 一般社団法人日本児童青年精神医学会

今村　明・教授 長崎県ひきこもり支援連絡協議会会長
長崎県長崎こども・女性・障害者支援セン
ター

今村　明・教授 第62回日本児童青年精神医学会総会会長 第62回日本児童青年精神医学会総会

今村　明・教授 小児精神医療委員会 公益社団法人 日本精神神経学会

今村　明・教授
長崎県発達障害児・者総合支援推進会議委
員

長崎県福祉保健部こども政策局

今村　明・教授 精神保健審判員 長崎地方裁判所

今村　明・教授 長崎県精神医療審査会委員 長崎県福祉保健部障害福祉課

今村　明・教授 長崎市子どもを守る専門委員会委員 長崎市子育て支援課

今村　明・教授 長崎県福祉保健審議会臨時委員 長崎県子ども政策局こども家庭課

今村　明・教授 ギャンブル等依存症専門部会委員 長崎県福祉保健部障害福祉課

今村　明・教授 長崎市教育支援委員会委員【第1号委員】 長崎市教育委員会教育研究所

今村　明・教授 長崎県精神医療審査会委員 長崎県福祉保健部障害福祉課保健福祉班

今村　明・教授 こころの緊急支援チーム運営委員会委員
長崎県長崎こども・女性・障害者支援セン
ター

今村　明・教授
長崎県発達障害児・者総合支援推進会議委
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長崎県こども家庭課

今村　明・教授 長崎市子どもを守る専門医委員会委員 長崎市子育て支援課

今村　明・教授 長崎県ひきこもり支援連絡協議会会長
長崎県長崎こども・女性・障害者支援セン
ター

今村　明・教授
こころの緊急支援チーム（クライシスレス
ポンスチーム：CRT）チーム員

長崎県長崎こども・女性・障害者支援セン
ター

今村　明・教授
長崎県発達障害者支援センター連絡協議会
委員

長崎県立こども医療福祉センターしおさい

田中悟郎・教授 理事長 NPO法人地域活動支援センター HOT HOT BOX

今村　明・教授 医療観察法病棟外部評価会議委員 長崎県精神医療センター

東　登志夫・教授 学術部 学術委員長 日本作業療法士協会

東　登志夫・教授 理事 学会雑誌編集委員長 日本作業療法研究学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

村田　潤・准教授 理事 日本ヘルスプロモーション理学療法学会

0 0 0 2 2 18

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

高柳伸哉, 西牧謙吾, 鈴木勝昭, 井上雅彦, 岩永竜一郎, 黒田美保, 明翫光宜, 浜田　恵, 辻井正次：発達障害の研修

実施に関する実態調査と支援者養成のための研修プログラム開発. 日本小児精神神経学会プログラム・抄録集 
126th:  2021.

川中瑞帆, 佐竹　真, 岩永竜一郎：強度行動障害児・者の特性と支援の実態 強度行動障害児・者への環境アセス

メントツール作成に向けて. 日本作業療法研究学会雑誌 24(1): 77-78, 2021.

佐藤克也：プリオン病の腰椎穿刺と脳脊髄液マーカー. 老年精神医学雑誌 32(増刊I): 208, 2021.

佐藤克也, 堀江信貴, 松尾孝之：本学会助成研究の報告 経動脈的な投与による急性脳梗塞に対する骨髄間葉系細

胞治療法の確立. 脳循環代謝 33(1): 78, 2021.

佐藤克也：プリオン病の創薬と早期診断 バイオマーカーを利用したプリオン病の早期診断と病態評価. 臨床神経

学 61(Suppl.): S74, 2021.
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

厚生労働科学研究費補助金「領域別基盤研究
分野における難病の医療水準の向上や患者の
QOL 向上に資する研究（２０ＦＣ０２０
１）」

研　究　題　目

東　登志夫・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「プリズム
順応が360°水平空間における音源定位（多方
向性注意）に与える効果検証」

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「採取容易
な検体を用いたクロイツフェルト・ヤコブ病
早期診断法の確立」

佐藤克也・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「蛋白増幅
法の検出法をベースとした神経変性疾患を鑑
別できる新規バイオマーカーの開発」

東　登志夫・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「VRによる
視覚誘導性運動錯覚を用いた上肢機能訓練シ
ステムの開発と有用性の検討」

田中悟郎・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費「精神障害者のリカバリー志向型
学習プログラムの評価研究」

岩永竜一郎・教授 発達障害者専門指導監 長崎県労働局

岩永竜一郎・教授 発達障害等早期支援検討会委員 長崎県こども家庭課

岩永竜一郎・教授 臨床顧問 一般社団法人誠智愛の会

森内剛史・助教 評議員 公益財団法人 長崎県すこやか長寿財団

岩永竜一郎・教授
長崎県発達障害児・者総合支援推進会議委
員

長崎県福祉保健部

森内剛史・助教 長崎市介護認定審査会委員 長崎市介護認定審査会

森内剛史・助教 学会演題審査委員 日本作業療法士協会

徳永瑛子・助教 長崎市放課後対策推進審議会委員 長崎市

森内剛史・助教 高大連携推進委員 長崎県教育委員会

佐藤克也・教授 会員増加委員会 委員 日本感染症学会

佐藤克也・教授 評議員 日本神経免疫学会

佐藤克也・教授 評議員 日本早期認知症学会

佐藤克也・教授 評議員 日本神経感染症学会

佐藤克也・教授 指導医 日本内科学会

佐藤克也・教授 評議委員 日本神経学会

佐藤克也・教授
長崎県認知症サポート医及びかかりつけ医
認知症対応向上研究会の講習会講師

長崎県・長崎県医師会

佐藤克也・教授 BPSD を考える会 長崎市医師会

佐藤克也・教授 油症患者診定専門委員 福岡県

佐藤克也・教授 長崎県油症対策委員会委員 長崎県

佐藤克也・教授 食品安全委員会・専門委員 内閣府

佐藤克也・教授
薬事・食品衛生審議会（伝達性海綿状脳症
部会）

厚生労働省

佐藤克也・教授
プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関
する調査班・班員

厚生労働科省難治性疾患克服研究事難治性疾
患克服研究事

佐藤克也・教授
プリオン病のサーベイランスと感染予防に
関する調査研究班・班員

厚生労働科省難治性疾患克服研究事難治性疾
患克服研究事
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その他
　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動

村田　潤・准教授 非常勤講師（呼吸・循環の構造と機能） 武雄看護リハビリテーション学校

村田　潤・准教授 非常勤講師（生理学Ⅰ） 長崎リハビリテーション学院

村田　潤・准教授
非常勤講師（人体の発生と構造・血液の成
分と機能）

武雄看護リハビリテーション学校

東　登志夫・教授 非常勤講師（障害の理解Ⅱ） 長崎純心大学

森内剛史・助教 非常勤講師（障害の理解Ⅱ） 長崎純心大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

東　登志夫・教授 非常勤講師（老年看護学） 長崎市医師会看護専門学校

森内剛史・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「骨格筋性疼痛
に対するミラーセラピーを用いた新たな治療
戦略開発のための実験的研究」

徳永瑛子・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「生後１週間内
の行動と３歳時点での自閉スペクトラム症の
リスクの関係」

徳永瑛子・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「児童精神
科における服薬アドヒアランス評価尺度の精
度向上を目的とした質的研究」

村田　潤・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　挑戦的研究（萌芽）
「パーキンソン病者が安全に行える「指リズ
ム歩行トレーニング」の開発」

村田　潤・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「感覚障害
に対するリハビリテーションの効果判定に利
用できる定量的・客観的指標の開発」

村田　潤・准教授 日本学術振興会 分担
 科学研究費助成事業　基盤研究(B)「個別最
適化した超早期認知症予防介入プログラムの
開発とシステム構築」

代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)　「発達障
害児支援のための簡易版発達評価・支援ツー
ルの開発」

岩永竜一郎・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(A)「ゲーム依
存の社会浸透を防げるか？統合的科学評価と
早期依存対策に向けた基盤研究」

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費補助金(厚生科研費)「プ
リオン病のサーベイランスと感染予防に関す
る調査研究」

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「個別最適
化した超早期認知症予防介入プログラムの開
発とシステム構築」

佐藤克也・教授
株式会社コスミックコーポレー
ション

神経性疾患及び認知症患者のバイオマーカーに関する共
同研究

佐藤克也・教授 ノバルティス ファーマ株式会社
Assessment of drugs on JC polyomavirus replication 
and genomic mutation / rearrangement in Japanese 
drug-associated PML patients

村田　潤・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究助成事業　挑戦的研究（萌芽）「認
知症ケアに有用な「触れるケア技術」の研究
開発」

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「認知
症ケアに有用な「触れるケア技術」の研究開
発」

岩永竜一郎・教授 日本学術振興会
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　学術賞受賞
氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

佐藤克也・教授 基礎研究奨励賞 日本脳循環代謝学会
経動脈的な投与による急性脳
梗塞に対する骨髄間葉系細胞
治療法の確立

佐藤克也・教授
プリオン病を含む神経変性疾
患の新規バイオマーカー開発

インターネットメ
ディア・日本研
究.com

2021年11月4日
企業とのマッチングとオリジ
ナル機器の開発

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

佐藤克也・教授
孤発性クロイツフェルト・ヤ
コブ病における新規診断基準
の提唱

インターネットメ
ディア・日本医療
研究開発機構

2021年5月6日

海外との共同研究にて孤発性
クロイツフェルト・ヤコブ病
（CJD）における新規診断基準
を提唱しLancet Neurology誌
に成果が掲載された。
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